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2007年７月１日（毎月1回1日発行） 第454号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事28名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００７年５月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

26,024世帯 
1,152,151,000円 

44,272円 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　木 村  朝次郎　　発行部数　22,200 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 
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沼
田
で
も
少
し
山
に

近
く
奥
ま
っ
た
所
に
行

く
と
、
棚
田
を
よ
く
見

か
け
る
。
青
く
水
を
張

っ
た
田
圃
に
10 
b

位
の
稲
が
緑

色
に
揺
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
水
面

に
反
射
し
て
キ
ラ
キ
ラ
と
美
し
い

▼
海
か
ら
段
々
畑
で
、
急
峻
な
山

と
な
る
四
国
の
西
南
部
は
、
段
々

の
蜜
柑
畑
が
多
い
が
、
棚
田
も
よ

く
見
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
小
学

生
か
ら
中
学
生
の
頃
、
よ
く
田
や

畑
を
手
伝
っ
た
。
母
親
が
生
き
て

い
る
時
は
、「
本
当
に
お
前
は
よ

く
手
伝
っ
て
く
れ
た
」
と
言
っ
て

い
た
。
自
分
で
言
う
の
も
変
だ
が

本
当
に
よ
く
手
伝
っ
た
。
畑
の
畝

か
き
、
田
圃
の
草
取
り
（確
か
ハ

ッ
タ
ン
と
言
う
手
押
し
車
の
草
取

り
機
を
使
っ
た
が
…
）
▼
夏
に
な

る
と
渇
水
に
な
る
四
国
は
、
田
圃

が
水
不
足
に
な
る
。
そ
の
度
に
「水

取
り
合
戦
」
ま
で
経
験
し
た
▼
秋

10
月
下
旬
は
、
稲
木
に
干
し
た

稲
が
台
風
で
倒
れ
る
。
水
に
濡
れ

た
稲
を
再
び
稲
木
に
干
す
の
が
大

変
重
く
、
ビ
シ
ョ
濡
れ
で
つ
ら
か

っ
た
事
を
思
い
出
す
▼
高
校
生
に

な
っ
て
も
少
し
は
手
伝
っ
た
が
、

片
道
40
分
の
自
転
車
通
学
で
、夜

遅
く
ま
で
の
受
験
勉
強
も
あ
り
、

し
だ
い
に
百
姓
仕
事
は
手
伝
わ
な

く
な
っ
た
。
遂
に
「
絶
対
百
姓
に

は
な
ら
な
い
」「
く
さ
い
、
汚
い
、

こ
わ
い
」
の
３
Ｋ
だ
と
信
じ
る
様

に
な
っ
た
▼
長
じ
て
幼
少
児
か
ら

の
目
標
通
り
医
者
に
な
っ
た
。
又

も
や
３
Ｋ
の
社
会
に
入
っ
た
。
曰

く
「
き
つ
い
、
き
た
な
い
、
苦
し

い
」。
今
更
前
者
の
３
Ｋ
に
も
戻

れ
な
い
。
で
も
懐
か
し
い
。
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
の
３
Ｋ
よ
り
、

四
国
の
３
Ｋ
の
時
代
が
時
々
夢
に

出
て
く
る
様
に
な
っ
た
。
や
っ
ぱ

り
年
を
取
っ
た
の
だ
ろ
う
（
都
） 

あぜ道 あぜ道 

暑い季節、特に体調不良の人やお年寄り、子どもさんは「熱中症」になりやすいので注意しましょう。 

　
利
根
中
央
病
院
で
は
、
看
護
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
の
に
結
婚
や
出
産
、
育
児
な

ど
の
た
め
、
看
護
の
職
を
離
れ
て
い
た
人
達
の
復
職
を
支
援
す
る
「
カ
ム
バ
ッ
ク
ナ
ー

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
6
月
4
日
、
5
日
の
両
日
に
行
な
い
ま
し
た
。
 

　
現
在
、
利
根
中
央
病
院
の
入
院
看
護
基
準
は
、
三
交
替
で
患
者
１０
人
に
看
護
師
1
人

の
「
１０
対
１
」
の
看
護
体
制
で
す
。
こ
れ
を
「
7
対
1
」
に
改
善
し
て
、
よ
り
良
い
看

護
の
た
め
に
看
護
師
を
増
や
す
と
り
く
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

看護師の 
復職支援 

早
速
、3
人
が
入
職 

第
２
回
「
カ
ム
バ
ッ
ク
ナ
ー
ス
」 

７
月
24
日
、25
日
に
実
施 

７
月
７
日（
土
） 

　
　
　 

午
後
２
時
〜
４
時 

看
護
師
・
看
護
学
生
の 

「
紹
介
」に
ご
協
力
を 

　
今
回
は
と
り
く
み
期
間
が
短
か

い
に
も
拘
ら
ず
５
人
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
職

場
を
離
れ
て
５
年
の
人
や
看
護
学

校
卒
業
後
１
度
も
就
職
を
し
て
い

な
い
人
も
い
ま
し
た
。 

　
医
師
に
よ
る
「
最
新
の
外
科
治

療
の
話
」
看
護
師
を
講
師
に
「
看

護
技
術
体
験
」
と
し
て
、
血
糖
検

査
を
し
た
り
、
「
感
染
管
理
」
で

は
、
汚
れ
に
見
立
て
た
ク
リ
ー
ム

を
手
に
塗
り
、
手
洗
い
後
紫
外
線

に
当
て
、
ど
の
部
位
が
落
と
し
き

れ
て
い
な
い
か
が
一
目
で
わ
か
る

「
グ
リ
ッ
タ
ー
バ
グ
」
テ
ス
ト
を

実
施
、
保
健
師
か
ら
は
、
最
近
話

題
の
病
気
と
し
て
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
な
ど
の
講
義

を
受
け
、
楽
し
く
学
び
あ
い
ま
し

た
。 

　
参
加
者
か
ら
は
「
外
科
医
療
の

進
歩
に
驚
い
た
」
「
感
染
管
理
に

と
り
く
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が

え
た
」
「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
、
早
速
３

人
の
入
職
者
が
あ
り
、
看
護
師
達

は
感
激
し
て
い
ま
し
た
。 

　
半
世
紀
に
亘
る
草
の
根
の
地

域
医
療
を
黙
々
と
実
践
し
て
き

た
栄
え
あ
る
利
根
保
健
生
協
の

理
事
長
に
推
挙
さ
れ
無
上
の
光

栄
と
重
責
に
感
じ
入
っ
て
お
り

ま
す
。 

　
元
よ
り
保
健
・
医
療
・
福
祉

は
社
会
保
障
の
根
幹
と
し
て
国

家
が
責
任
を
持
つ
べ
き
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
、
時
の
流
れ
と

共
に
地
域
住
民
と
医
療
従
事
者

が
そ
の
形
態
に
整
容
を
与
え
る

べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
り
ま

す
。 

　
21
世
紀
に
入
り
日
本
型
社

会
保
障
制
度
は
、
市
場
原
理
の

美
名
の
下
、
崩
壊
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

は
、
社
会
保
障
の
再
構
築
、
草

の
根
の
理
論
か
ら
は
利
根
沼
田

の
地
域
医
療
（保
健
・
医
療
・

介
護
）の
継
続
発
展
と
新
病
院

建
設
を
実
現
す
べ
く
奮
闘
努
力

を
致
し
た
い
と
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
の

で
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
心
よ
り

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
２
回
目
の
「
カ
ム
バ
ッ
ク
ナ
ー

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、
３
歳
児
ま

で
の
保
育
を
用
意
し
て
７
月
24

日
、
25
日
の
両
日
お
こ
な
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
「
安
心
安
全
な
看
護
」
「
も
っ

と
患
者
要
求
に
応
え
る
看
護
」
な

ど
を
め
ざ
し
、
看
護
師
を
増
や
す

た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ご
家
族
や
知
人
、

ご
近
所
に
看
護
師
や
看
護
学
生
が

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。 

　
紹
介
・
問
合
せ
は
、
利
根
中
央

病
院
看
護
部
長
か
総
務
課
ま
で
。 

（
☎
22
４
３
２
１
） 

　
「お
口
の
中
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
？
」「
悪
く
な
っ
た
歯
は
ど

う
や
っ
て
治
す
の
？
」「
虫
歯
に

な
ら
な
い
一
番
大
切
こ
と
は
？
」。

利
根
歯
科
診
療
所
で
は
、
育
ち
ざ

か
り
の
時
か
ら
「
お
口
の
中
」
の

健
康
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
今
季
で

14
年
目
の
「
子
ど
も
歯
の
保
健

教
室
」
を
開
き
ま
す
。
昨
年
は

32
人
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
今
年
も
多
く

の
子
ど
も
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

　
参
加
希
望
の
方
は
、
歯
ブ
ラ
シ

と
手
鏡
を
持
っ
て
、
汚
れ
て
も
よ

い
服
で
お
い
で
下
さ
い
。
参
加
費

は
５
０
０
円
。
ご
家
族
同
伴
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。
参
加
希
望
・

問
合
せ
は
、
利
根
歯
科
診
療
所
ま

で
。
（
☎
24
９
４
１
８
） 

皆
様
と
力
を
合
わ
せ 

　
　 

地
域
医
療
の
発
展
・
充
実 

新
理
事
長
あ
い
さ
つ 

子
ど
も「
歯
の
保
健
教
室
」 

　  

歯
の
ふ
し
ぎ
探
検
を 

都 築 　 靖 理事長 

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
お
礼 

　
第
３１
回
通
常
総
代
会
に
は
、

星
野
已
喜
雄
沼
田
市
長
を
始
め

数
多
く
の
祝
電
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

片品役場 8時10分　 利根支所10時50分　 白沢支所14時50分 
川場役場13時40分 
水上支所 8時50分　  
新治支所10時10分 

片品コース 
川場コース 
水上コース 
新治コース 

あみの目行進　7月8日（日） 

基幹行進　7月12日（木） 

沼田公園 17時 

みなかみ町役場14時30分 

一歩でも
　　二歩でも
一緒に歩きましょう

2007国民平和大行進 

沼田市役所9時→昭和村役場10時20分→渋川市役所17時 

血
糖
検
査
の
実
習
を
お
こ
な
う
参
加
者 



熱中症の予防には、高温多湿の場所を避ける、こまめに水分・塩分をとる、外出時は帽子をかぶることなどを心がけましょう。 

2007年７月１日（毎月1回1日発行） 第454号　（２） 利 根 の 保 健  

〈
沼
田
東
支
部
〉 

福
島
　
栄
典 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

高
山
　
博
之 

〈
利
南
支
部
〉 

原
沢
　
清
志 

阿
部
　
　
隆 

〈
池
田
支
部
〉 

田
村
　
右
次 

保
坂
ウ
メ
子 

〈
薄
根
支
部
〉 

田
村
　
愛
作 

〈
吾
妻
町
〉 

大
野
　
恵
子 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　（
1180
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　（
1030
口
以
上
） 

入
沢
　
又
一 

　（
110
口
以
上
） 

小
野
　
一
正 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　（
4330
口
以
上
） 

綿
貫
　
博
通 

　（
90
口
以
上
） 

富
岡
　
英
夫 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

　（
40
口
以
上
） 

辻
　
　
幸
雄 

　（
30
口
以
上
） 

角
田
　
　
実 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　（
760
口
以
上
） 

生
方
　
行
子 

　（
200
口
以
上
） 

笛
木
力
三
郎 

　（
60
口
以
上
） 

小
林
　
常
治 

〈
利
南
支
部
〉 

　（
90
口
以
上
） 

宮
澤
　
　
賢 

　（
70
口
以
上
） 

金
子
　
し
ん 

〈
川
田
支
部
〉 

　（
30
口
以
上
） 

宮
下
　
　
泉 

　（
10
口
以
上
） 

宮
下
　
住
子 

〈
白
沢
支
部
〉 

　（
100
口
以
上
） 

角
田
　
忠
秋 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　（
1320
口
以
上
） 

小
林
　
喜
市 

　（
1170
口
以
上
） 

小
菅
　
　
義 

〈
片
品
支
部
〉 

　（
1750
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　（
20
口
以
上
） 

萩
原
　
始
郎 

萩
原
　
英
夫 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　（
980
口
以
上
） 

村
上
　
和
夫 

　（
350
口
以
上
） 

尾
崎
　
孝
男 

　（
340
口
以
上
） 

櫛
渕
寿
美
子 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　（
90
口
以
上
） 

長
谷
川
敏
保 

　（
40
口
以
上
） 

高
橋
　
運
明 

　（
30
口
以
上
） 

大
木
　
益
代 

〈
水
上
支
部
〉 

　（
300
口
以
上
） 

青
木
　
利
男 

　（
100
口
以
上
） 

阿
部
直
三
郎 

　（
60
口
以
上
） 

西
山
　
君
江 

〈
新
治
支
部
〉 

　（
60
口
以
上
） 

水
野
　
浩
充 

　（
20
口
以
上
） 

鈴
木
　
和
夫 

〈
高
山
支
部
〉 

　（
250
口
以
上
） 

平
形
作
太
郎 

　（
70
口
以
上
） 

田
中
　
時
雄 

よ
う 

 

こ
そ 

5
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
5
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
十
四
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

5
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
5
月
の
増
資
は
五
五
三
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
三
三
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 （
敬
称
略
） 

　
デ
ン
マ
ー
ク
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

も
教
育
は
無
料
、
し
か
も
奨
学
金

制
度
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

18
才
を
過
ぎ
て
も
親
に
頼
ら
ず

に
学
べ
ま
す
。
大
学
は
全
て
国
立

で
、
社
会
が
必
要
と
し
て
い
る
専

門
職
種
を
必
要
に
合
わ
せ
て
養
成

し
て
い
ま
す
。
予
防
業
務
の
増
大

で
歯
科
医
師
よ
り
歯
科
衛
生
士
の

需
要
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
歯
科
医
師
が
人
口
10
万
人

当
た
り
日
本
よ
り
二
〜
三
割
多
く

い
る
両
国
で
も
歯
科
医
師
が
足
り

な
い
と
言
う
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
日
本
の
歯
科
医
師
養
成
を
少

な
く
す
べ
き
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

の
と
対
照
的
で
す
。
日
本
の
歯
科

医
師
養
成
を
す
る
大
学
は
私
立
が

62
％
で
、
卒
業
ま
で
に
は
数
千

万
円
を
必
要
と
し
ま
す
。
両
国
の

先
生
方
は
こ
の
話
し
に
び
っ
く
り

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
国
民
に
と

っ
て
歯
科
医
師
養
成
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
歯
科
の
治
療
室
は
全
て
個
室
で

し
た
。
部
屋
の
真
ん
中
に
治
療
椅

子
が
あ
り
、
周
囲
に
収
納
引
き
出

し
に
電
子
カ
ル
テ
用
パ
ソ
コ
ン
、

シ
ン
プ
ル
か
つ
お
し
ゃ
れ
な
診
察

室
で
し
た
。
患
者
の
状
況
に
よ
り

歯
科
医
師
と
歯
科
衛
生
士
が
連
携

し
つ
つ
役
割
分
担
を
し
て
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
歯
科
衛
生
士
も

診
察
室
を
持
ち
、
独
自
に
口
の
中

の
診
査
や
予
防
処
置
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
衛
生
士
と
歯
科
医

師
の
補
助
を
す
る
の
は
歯
科
助
手

で
す
。
同
じ
歯
科
衛
生
士
と
い
っ

て
も
国
に
よ
っ
て
趣
が
異
な
り
ま

す
。
あ
る
先
生
は
、
一
日
６
〜
７

時
間
で
10
〜
15
人
の
患
者
さ
ん

と
の
こ
と
で
し
た
。
診
療
内
容
も

「
削
っ
て
、
抜
い
て
、
入
れ
歯
を

入
れ
て
」
主
体
の
日
本
と
は
大
違

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
（
終
） 

利
根
歯
科
診
療
所
長  

原
田
　
富
夫 

北
欧
歯
科
事
情 

③ 

　
こ
の
た
び
理

事
長
を
退
任
す

る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
日

ま
で
、
組
合

員
・
役
職
員
の
皆
様
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
・
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
私
は
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
に
利
根
中

央
診
療
所
に
事
務
職
員
と
し
て
入
職
、
当
時
の
診
療

所
は
、
困
難
を
き
わ
め
た
創
設
期
を
よ
う
や
く
乗
り

越
え
、
労
生
協
合
併
か
ら
病
院
化
へ
と
向
か
う
と
き

で
、
ま
だ
組
織
も
規
模
も
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
で
し

た
。
し
か
し
、
地
域
の
医
療
改
善
に
よ
っ
て
住
民
の

安
全
・
安
心
を
協
同
の
力
で
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
志

高
く
と
り
く
み
を
始
め
た
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
今
日
の
保
健
生
協
に
と
っ
て
、
新
た
な
課
題
と
し

て
老
朽
化
し
た
病
院
の
建
替
え
が
あ
り
ま
す
。
医
療
・

福
祉
を
め
ぐ
る
経
済
情
勢
は
き
び
し
く
、
大
規
模
な

設
備
投
資
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
は
か

け
が
え
の
な
い
利
根
中
央
病
院
建
替
え
の
事
業
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
、

今
後
私
も
一
組
合
員
と
し
て
、
皆
様
と
共
に
努
力
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
永
い
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

　
昭
和
37
年

４
月
、
群
馬
労

生
協
傘
下
の
新

設
の
利
根
中
央

病
院
の
事
務
員

と
し
て
入
職
以
来
、
役
員
18
年
を
ふ
く
め
て
45
年

の
間
、
皆
々
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
当
時
全
県
平
均
の
半
分
程
度
の
医
療
水
準
を
、
現

状
ま
で
向
上
を
は
か
れ
た
の
は
、
「良
い
医
療
を
地

元
で
」
と
い
う
万
人
の
熱
意
が
結
集
し
た
れ
ば
こ
そ

だ
と
思
い
ま
す
。 

　
今
度
の
新
病
院
建
設
の
実
現
も
、
ま
さ
に
そ
こ
が

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
昭
和
49
年
開
講
し
た
「
保
健
大
学
」、
近
年
の
「
歯

の
保
健
大
学
」
な
ど
で
、
学
ん
だ
千
数
百
人
の
仲
間

が
日
頃
と
り
く
む
健
康
づ
く
り
は
、
地
域
に
欠
か
せ

な
い
存
在
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
重
要
性
が
増
す
ば

か
り
で
す
。
そ
う
し
た
活
動
に
深
く
関
わ
っ
て
共
に

汗
を
流
せ
た
こ
と
は
得
難
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
住
民
・
組
合
員
の
一
員
と
し
て
、
精
一

杯
、
平
和
な
く
ら
し
の
確
立
を
め
ざ
し
て
生
き
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
６
〜
７
月
は
「
班
づ
く
り

班
会
開
催
月
間
」
で
す
。 

　
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
地
域

に
広
げ
よ
う
！
く
ら
し
の
助
け
合

い
・
つ
く
り
か
え
を
す
す
め
る
班

会
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
班

会
！
」
と
し
て
全
国
の
医
療
生
協

で
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。 

　
新
治
の
布
施
河
原
班
で
は
年
６

回
、
年
間
計
画
を
立
て
て
開
い
て

い
ま
す
。
６
月
は
「
大
腸
ガ
ン
チ

ェ
ッ
ク
」
と
「
記
憶
力
増
進
」
で

開
き
ま
し
た
。
（
写
真
下
） 

　
22
人
の
大
腸
ガ
ン
チ
ェ
ッ
ク

を
し
た
結
果
１
人
が
陽
性
で
受
診

が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
記
憶
力
増
進
で
は
、「
か
な
拾

い
テ
ス
ト
」を
し
た
後
、
音
読
が

脳
を
活
発
に
働
か
す
こ
と
が
出
来

る
と
、
医
師
の
日
野
原
重
明
さ
ん

の
本
の
一
節
を
み
ん
な
で
声
を
だ

し
て
読
み
、「
良
い
こ
と
い
っ
て

い
る
ね
」等
の
声
が
出
て
い
ま
し

た
。 

　「
高
血
圧
」
の
予
防
の
第
一
は

「
減
塩
」
で
す
。
い
ま
、
成
人
一

日
の
平
均
塩
分
摂
取
量
は
13 
n

位
と
言
わ
れ
、
当
面
10 
n

以
下

が
目
標
で
す
。 

　
こ
う
し
た
「
生
活
習
慣
の
見
直

し
を
す
る
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
」
に

と
、
第
六
回
目
の
「
24
時
間
蓄

尿
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
」を
12
月
か
ら

３
月
ま
で
行
い
５
３
９
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

　
全
体
の
平
均
値
は
、
塩
分
量
で 

10
・
16 
n
、

前
回
よ
り

も
０
・19 

n
減
り
、

一
定
の
改

善
と
な
り

ま
し
た
。

（
表
１
参

照
） 

　
医
療
生

協
の
「
８

つ
の
生
活
習
慣
」
の
中
で
提
唱
し

て
い
る
「塩
分
一
日
、
８
n

以
下
」

で
は
、
３
割
の
人
が
達
成
し
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
、
半
数
を
超
え
た
人
が
当

面
の
目
標
の
「10 
n

以
下
」と
言

う
結
果
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
今
回
も
13 
n

以
上

の
人
が
約
20
％
も
お
り
い
っ
そ

う
の
改
善
が
必
要
で
す
。 

　
塩
分
摂
取
の
結
果
と
ア
ン
ケ
ー

ト
と
の
関
係
を
見
る
と
、
表
３
（参

加
回
数
別
）の
よ
う
に
、
こ
の
チ

ェ
ッ
ク
参
加
に
回
を
重
ね
る
ご
と

に
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
日
常
の
食
生
活
と
嗜

好
に
つ
い
て
の
解
答
で
は
、
日
頃

か
ら
「
塩
分

摂
取
に
は
気

を
つ
け
て
い

る
」
と
言
う

方
、
約
２
０

０
人
の
平
均

で
は
、９
・

97 
n
と
10 
n

以
内
で
し
た
。 

　
参
加
者
か

ら
は
「
減
塩

に
、
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
調
理
に
工
夫

し
て
い
る
」「
煮
物
は
出
汁
を
き

か
し
、
漬
け
物
は
酢
を
多
く
使
う

よ
う
に
な
っ
た
」「
今
回
は
漬
け

物
の
美
味
し
い
時
期
と
重
な
り
ち

ょ
っ
と
油
断
し
た
よ
う
で
多
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。 

　
班
会
の
な
か
で
こ
う
し
た
チ
ェ

ッ
ク
を
繰
り
返
し
て
「
減
塩
」
に

と
り
く
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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金井　和夫 
前理事長 

木村朝次郎 
前副理事長 

塩
分
摂
取
、一
歩 

減
少
　 

第
６
回
　
24
時
間
蓄
尿
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
 

表
３ 

参
加
回
数
別 

　
　 

　
尿
量
・
塩
分
量 

 
初めて 
2回目 
3回目 
4回目 
5回目 
不明 

人　数 
116 
91 
71 
31 
21 
25

平均尿量cc 
1569 
1548 
1729 
1758 
1800 
1540

平均塩分量g 
10.35 
9.93 
10.73 
10.17 
9.59 
9.08

※
年
齢
不
明
者
17
人
除
く 

表
２ 

年
代
別
塩
分
摂
取
量 

8n以下 

～9 

～10 

～11 

～12 

～13 

～14 

～15 

～20 

20n以上 

計　 

 

3 

 

 

1 

 

 

2 

 

 

 

6

3 

1 

2 

 

4 

2 

 

3 

 

 

15

12 

12 

3 

6 

5 

6 

2 

3 

8 

 

57

32 

6 

14 

6 

8 

11 

5 

3 

17 

2 

104

54 

13 

15 

12 

8 

12 

2 

6 

12 

1 

135

7 

4 

2 

2 

3 

1 

1 

 

1 

 

21

111 

36 

36 

27 

28 

32 

12 

12 

41 

3 

338

～30代 40代 50代 60代 70代 80代 計 表
１ 
過
去
と
の
比
較 

※採尿時のトラブルや、容器上の漏れなどと思われる方を除いて 

02年度 
03年度 
04年度 
05年度 
06年度 

345 
468 
563 
504 
539

249 
347 
388 
338 
355

1739 
1757 
1701 
1715 
1524

11.27 
11.36 
10.93 
10.35 
10.16

参加者数 集計対象 尿量cc 塩分量g

班
づ
く
り
班
会
開
催
月
間 

健
康
づ
く
り
に 

　
　
　 

班
会
を 

地域がん診療連携拠点病院 
市民公開講座「がんと健康」のお知らせ 

第１回「利根中央病院におけるがん診療について」 

　利根中央病院では、がんと健康についての公開講座

を開催します。いま、国民の死亡原因の第１位は「がん」

です。約３人にひとりは「がん」で亡くなる計算です。 

　がんと健康についての公開講座で、がんとは何か、健

康とは何かについてご一緒に学び考えてみませんか。 

　
第
３１
回
通
常
総
代
会
で
、
正
・
副
理
事

長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

日　時　平成１９年８月１８日（土曜）午後２時から３時 

会　場　利根中央病院研修棟１階 講堂 

講　師　利根中央病院長 都築　靖 先生 

　　　　入場は無料です。どなたでもご参加いただけます。 

お問い合わせ　利根中央病院 　２２-４３２１（代表） 

　　　　　　　地域連携室（小林）または医事課（横坂） 

企画運営　利根中央病院 連携機能強化事業企画委員会、地域連携室 

映
画
「
日
本
の
青
空
」
に
7
0
0
人
 6
月
15
日
の
「
日
本
の
青
空
」
上
映
会
に

昼
・
夜
で
7
0
0
人
の
入
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。
「憲
法
の
成
り
立
ち
が
分
か
っ
た
」「
若
い
人
た
ち
に
も
っ
と
見
せ
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
 

利
根
沼
田
「
日
本
の
青
空
」
上
映
委
員
会
 



2007年７月１日（毎月1回1日発行） 第454号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

材木町１ 

材木町２ 

材木町１１ 

東原新町１３ 

西原新町１１ 

西倉内町８ 

西倉内町４ 

西倉内町６ 

西倉内町７-１ 

榛名町１-２ 

榛名町８-４ 

榛名町８-２ 

鍛冶町１０ 

鍛冶町６ 

上久屋町馬場 

下久屋町原５-１ 

沼須町合同班 

戸鹿野町１ 

岡谷町西部１ 

東町田 

硯田町合同班 

白岩町合同班 

恩田町合同班 

下川田町田中１ 

下川田町田中２ 

下川田町中谷 

尾合上 

小松 

菅沼 

築地 

中野 

下牧原の中 

月夜野町組６-２ 

月夜野町組２-２ 

月夜野町組１ 

須川坂下 

谷地宮原 

猿ヶ京合同班 

糸井中宿 

判形前原 

いこいの家 

１階北 

ふれあいの輪 

熱中症の症状は、筋肉のけいれん、めまい、吐き気、意識混濁などです。 

「亡き母に救われた 
　　　　   南方出動」 

川場村川場湯原　 

 青 木 正 七 （89歳） 

戦争体験記 

　
昭
和
14
年
９
月
、
召
集
さ
れ
て

宇
都
宮
野
砲
20
連
隊
に
入
隊
し

た
。
そ
の
12
月
、
下
関
港
か
ら
中

国
に
渡
っ
て
、
北
京
豊
鎮
台
に
駐

屯
し
た
。
私
の
部
隊
は
後
方
の
支

援
が
中
心
で
作
戦
場
所
に
軍
馬
を

連
れ
て
行
く
の
が
主
な
任
務
だ
っ

た
。
翌
年
、
南
寧
に
移
動
す
る
た

め
、
船
で
東
シ
ナ
海
の
沿
岸
を
南

下
し
て
い
っ
た
。
そ
の
途
中
、
軍

馬
輸
送
船
で
運
ん
で
い
た
約
１
２

０
頭
の
う
ち
20
頭
程
が
疝
痛
（腹
痛
）

が
原
因
で
バ
タ
バ
タ
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
死
ん
だ
馬
は
土
嚢
を
つ
け

て
海
に
投
げ
込
ん
だ
が
、
長
い
間
、

苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
だ
け
に
切

な
く
悲
し
か
っ
た
。 

　
昭
和
16
年
12
月
、
憲
兵
学
校

入
校
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
直
後

に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
一
年

半
の
就
学
期
間
が
半
分
の
速
成
教

育
で
終
わ
り
、
河
南
省
開
封
憲
兵

隊
で
治
安
維
持
に
当
た
っ
た
。
戦

闘
の
度
に
友
軍
の
戦
死
者
と
引
き

換
え
に
多
数
の
捕
虜
を
捕
ま
え
た
。

彼
ら
の
多
く
は
ソ
連
と
満
州
国
境

の
日
本
軍
の
陣
地
構
築
の
た
め
連

行
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
負
傷

し
て
い
る
捕
虜
は
「
役
に
立
た
な

い
」
と
、
残
忍
な
方
法
で
殺
害
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
中
国
人
は

宗
教
上
「
首
が
な
い
と
来
世
に
生

ま
れ
て
来
ら
れ
な
い
」
と
信
じ
て

い
た
よ
う
で
「
殺
す
な
ら
拳
銃
で

殺
し
て
く
れ
」
と
土
下
座
で
哀
願

す
る
場
面
に
も
遭
遇
し
た
。
可
哀

想
だ
と
思
い
な
が
ら
も
「
立
場
が

変
わ
れ
ば
自
分
が
や
ら
れ
る
。
こ

れ
が
戦
争
か
」
と
目
を
つ
ぶ
っ
て

見
過
ご
す
し
か
な
か
っ
た
。 

　
そ
の
頃
、
中
国
の
テ
ロ
組
織
も

暗
躍
し
て
い
て
、
白
昼
、
何
人
も

の
日
本
軍
将
校
が
暗
殺
さ
れ
、
大

尉
・
中
尉
・
少
尉
な
ど
の
襟
章
を

証
拠
と
し
て
奪
っ
て
い
っ
た
。 

　
あ
る
朝
、
非
常
召
集
が
あ
り
行

っ
て
み
る
と
、
主
計
大
尉
が
８
発

の
銃
弾
を
受
け
て
死
ん
で
い
た
。

そ
の
後
、
捜
索
し
て
犯
人
を
捕
ま

え
た
。
彼
ら
は
重
慶
軍
の
テ
ロ
組

織
で
、
日
本
軍
将
校
の
暗
殺
や
汽

車
爆
破
な
ど
を
し
て
お
り
、
「
そ

の
危
険
が
い
つ
我
が
身
に
ふ
り
か

か
る
か
」
と
不
安
な
日
々
だ
っ
た
。 

　
昭
和
18
年
８
月
、
「お
袋
が
死

ん
だ
」
と
兄
貴
か
ら
電
報
が
届
い

た
。
分
隊
長
に
帰
省
申
請
す
る
と
、

戦
地
に
４
年
い
た
の
で
許
可
が
下

り
た
が
、
あ
い
に
く
満
州
で
コ
レ

ラ
が
多
発
し
、
帰
省
は
延
期
に
な

っ
た
。
同
じ
頃
、
私
を
含
む
４
人

に
南
方
行
き
の
転
属
命
令
が
あ
っ

た
が
、
私
は
帰
省
許
可
が
下
り
て

い
た
た
め
リ
ス
ト
か
ら
除
か
れ
、

１
人
追
加
さ
れ
た
４
人
が
南
方
へ

向
か
っ
た
。
コ
レ
ラ
も
治
ま
っ
た

12
月
に
よ
う
や
く
川
場
村
に
一
時

帰
省
し
、
母
の
お
墓
参
り
が
で
き

た
。
約
１
ヵ
月
後
、
部
隊
に
戻
っ

て
「
南
方
へ
向
か
っ
た
４
人
は
、

乗
っ
て
い
た
輸
送
船
が
途
中
で
撃

沈
さ
れ
戦
死
し
た
」
と
聞
い
た
時
、

「
こ
れ
は
お
袋
が
自
分
の
身
代
わ

り
に
な
っ
て
助
け
て
く
れ
た
ん
だ
」

と
亡
き
母
に
手
を
合
わ
せ
た
。 

　
昭
和
20
年
８
月
、
終
戦
に
な
る

と
分
隊
長
か
ら
「
敵
は
憲
兵
を
目

の
仇
に
し
て
る
か
ら
、
お
前
た
ち

は
自
由
に
逃
げ
ら
れ
る
だ
け
逃
げ

ろ
」
と
言
わ
れ
、
軍
服
を
捨
て
て

私
服
で
逃
げ
た
。
し
か
し
、
上
海

と
青
島
間
に
あ
る
連
雲
港
で
、
い

よ
い
よ
明
日
日
本
に
出
港
と
い
う

前
夜
に
20
人
程
が
重
慶
軍
に
捕
ま

り
、
留
置
場
に
ぶ
ち
込
ま
れ
た
。

「
お
め
え
ら
、
近
い
う
ち
に
殺
さ

れ
る
ぞ
」
と
監
視
兵
に
言
わ
れ
生

き
た
心
地
は
し
な
か
っ
た
。 

　
あ
る
日
、
突
然
重
慶
軍
の
親
切

な
中
尉
に
「
お
前
ら
早
く
日
本
に

帰
っ
て
家
族
を
喜
ば
せ
ろ
」
と
釈

放
さ
れ
た
。
出
港
時
、
何
と
そ
の

中
尉
は
見
送
り
に
ま
で
来
て
く
れ
、

有
り
難
さ
で
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。 

　
昭
和
21
年
４
月
18
日
、
よ
う

や
く
佐
世
保
港
に
復
員
し
た
。
帰

る
途
中
、
原
爆
に
や
ら
れ
た
広
島

を
通
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
変
わ

り
果
て
た
街
の
様
子
に
言
葉
も
で

な
か
っ
た
。 

　
こ
う
し
て
故
郷
の
川
場
村
に
帰

っ
た
が
、
役
場
で
「
憲
兵
だ
っ
た

の
で
前
橋
の
進
駐
軍
か
ら
出
頭
命

令
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
言

わ
れ
、
心
の
休
ま
る
日
は
な
か
っ

た
。
そ
の
上
、
公
職
追
放
に
な
り

公
的
仕
事
に
就
け
ず
「
国
の
た
め

に
戦
争
に
行
っ
た
の
に
、
こ
の
扱

い
は
…
」
と
思
っ
た
。 

　
今
世
界
で
戦
争
や
テ
ロ
が
多
発

し
て
い
る
が
、
自
分
の
約
７
年
間

の
兵
隊
経
験
か
ら
も
「
民
間
人
が

犠
牲
に
な
ら
な
い
戦
争
は
な
い
。

戦
争
は
決
し
て
し
ち
ゃ
な
ら
な
い
」

と
強
く
感
じ
て
い
る
。 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

動脈硬化の話、血管年齢測定 

動脈硬化の話、血管年齢測定 

大腸がんチェック 

大腸がんチェック、特定健診の話 

大腸がんチェック、特定健診の話 

ストレスと心身症の話 

肥満予防の話、体脂肪測定 

肥満予防の話、体脂肪測定 

肥満予防の話、体脂肪測定 

記憶力増進班会 

記憶力増進班会 

記憶力増進班会 

セラバンド体操 

セラバンド体操 

ボケ予防の話 

検診結果の見方、ピロリ菌チェック 

骨密度測定、健診の話 

心臓病の話、血管年齢測定 

歯の話 

腎臓病の話 

８つの健康習慣、体脂肪測定 

８つの健康習慣、体脂肪測定 

転倒予防体操、記憶力増進 

血圧測定 

血圧測定 

安心安全な食卓 

栄養の話 

血圧測定 

歯の話 

塩と健康の話、塩分測定 

体脂肪測定 

セラバンド体操 

動脈硬化症の話、血管年齢測定 

動脈硬化症の話、血管年齢測定 

動脈硬化症の話、血管年齢測定 

記憶力増進班会 

指圧 

骨密度測定、骨粗しょう症の話 

セラバンド体操 

お日まち班会 

くらしと政治、憲法の話 

コレステロールの話 

リラックス体操、体脂肪測定 
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１２ 

２０ 

沼田東

　 

 

 

 

沼田中 

 

 

 

沼田西 

 

 

沼田南 

 

利　南 

 

 

 

池　田 

薄　根 

 

 

 

川　田 

 

 

白　沢 

利根南 

片　品 

 

川　場 

月夜野東 

月夜野西 

 

 

新　治 

 

 

昭和東 

高　山 

職域・他 

病棟・他 

小野　のぶ 

大谷　好子 

小林永久子 

雲超　タカ 

得能　淑子 

坂大　徳江 

宮前　寿子 

土田　ふみ 

田中　穂積 

戸部　大吉 

宮内はつ枝 

金子　くら 

馬場半次郎 

竹村　健一 

織田沢澄世 

星野サヨ子 

角田　健吉 

星野　早苗 

大島みさ江 

桑原　信子 

金子　幸子 

 

穂苅　勝代 

茂木　チヨ 

生方志づ子 

吉田　昌子 

角田　梅子 

中沢　政雄 

戸丸　正美 

星野　みね 

小野里まさ代 

山田八重子 

石坂　堅一 

丸山　　功 

片野　良子 

阿部　由子 

佐藤　ヤヨ 

林　ますみ 

須藤　澄子 

木村千代子 

奥木　　茂 

西畠みどり 

４３回 総  計 ２４７人 

5月班会開催一覧 

利南　戸鹿野合同班（食生活の話） 
　「地元でとれたものを地元で消費することがやっぱ
りいいネ」と「地産地消」の大切さをＤＶＤで確認。
やっぱり自家製が一番ですよね☆ 

　日本バラ切花協会北毛ブロックより、心を込
めて栽培した色とりどりのバラが、患者代表者
に渡され、各病室に飾られました♪ 

月夜野西　町組合同班（ＣＴとＭＲＩの違い） 
　「なるほど、放射線撮影（ＣＴ）か電磁波を使った撮
影（ＭＲＩ）かで違うのか」「撮影できる角度なども違
うんだな」と納得の様子でした。 

沼
田
東
支
部
　
材
木
町
11
班 

　
医
学
生
の
佐
々
木
さ
ん
は
人
気
者
。
血

圧
を
測
る
と
「
沼
田
は
良
い
と
こ
。
是
非

う
ち
の
病
院
に･･

」
と
参
加
者
か
ら
猛
烈

ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
ま
し
た
☆ 

新治　須川合同班（サリバスター・ＲＤテスト） 
　唾液から歯周病のなり易さと虫歯菌の数を
チェック。結果はどうでしたか？しっかり歯
磨きと定期受診を心掛けてね！ 

新治　猿ヶ京合同班（腰痛体操） 
　「お腹を凹ませて腰の筋肉を伸ばしましょう」と
腰周りをしっかりストレッチ☆筋肉のこわばりが取
れて痛みが軽くなったかな…？ 

班会あれこれ 
おらがまちの 

入
院
患
者
さ
ん
に
 

　
 
明
る
い
雰
囲
気
を
♪
 

バ
ラ
の 

　 

寄
贈 
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夏バテを防ぐレシピ 

ガ
ソ
リ
ン
が
ま
た
も
値
上
げ
か
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
つ
つ

開
く
今
朝
の
新
聞 

 

降
り
続
く
雨
に
う
た
れ
て
紫
陽
花
は
色
を
変
え
つ
つ
あ

で
や
か
に
咲
く 

 

白
樺
に
つ
つ
じ
の
映
え
る
牧
場
を
ゆ
る
く
登
れ
ば
牛
も

の
ど
か
な
り 

 

こ
と
こ
と
と
米
搗
く
水
車
小
屋
に
来
て
遠
足
の
子
ら
交

互
に
の
ぞ
く 

 

そ
の
か
み
の
落
人
の
里
し
の
び
つ
つ
奈
良
俣
ダ
ム
の
上

に
佇
む 

 

作
り
上
げ
逝
き
た
る
夫
よ
藤
棚
の
長
き
花
房
風
に
揺
れ

を
り 

 

裏
山
に
入
れ
ば
早
く
も
蝉
の
声
木
々
の
葉
隠
こ
ぼ
れ
陽

ゆ
れ
い
る 

 

く
れ
ぐ
れ
も
健
や
か
に
生
き
よ
と
久
し
ぶ
り
長
く
話
し

ぬ
姉
と
の
電
話 

 

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
角
　
田
　
勝
　
子 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
笛
　
木
　
力
三
郎 

  

沼
田
市
清
水
町
　
　
　
堀
　
越
　
京
　
子 

  

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
林
　
　
　
い
く
じ 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
後
　
藤
　
定
　
夫 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

  

み
な
か
み
町
相
俣
　
　
片
　
平
　
ト
モ
子 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子 

重症になると命にかかわる場合もあるので、速やかに医療機関を受診しましょう。 

　
小
中
学
校
の
教
員
を
40
年
勤

め
た
永
井
さ
ん
は
、
退
職
し
て

15
年
に
な
り
ま
す
。
沼
田
北
支

部
か
ら
「
ぜ
ひ
力
を
か
し
て
ほ
し

い
」
と
声
が
か
か
り
、
四
年
前
か

ら
生
協
の
総
代
、
そ
し
て
利
用
委

員
と
し
て
病
院
の
運
営
改
善
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。 

　
早
く
か
ら
「
見
て
喜
ん
で
も
ら

え
る
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と

『
群
馬
県
民
主
映
画
推
進
会
議
』

や
『
親
と
子
の
よ
い
映
画
を
み
る

会
』
、
六
月
の
『
日
本
の
青
空
』

上
映
実
行
委
員
長
を
務
め
る
な

ど
、
文
化
活
動
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
俳
句
や
絵
、
最
近
始
め
た

手
話
、
朗
読
奉
仕
会
で
の
老
人
施

設
慰
問
な
ど
、
大
忙
し
で
す
。
「年

を
取
っ
た
か
ら
と
、
引
き
こ
も
っ

て
は
ダ
メ
。
前
向
き
に
生
き
な
い

と
」
と
明
る
く
話
し
て
い
ま
す
。 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

「
前
向
き
に
生
き
な
い
と
」 

沼
田
市
高
橋
場
町
　
永
井
達
郎 

さ
ん 

せ
せ
せ
せ 

 

ら
ぎ
ら
ぎ 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

郭
公
の
声
聞
き
澄
ま
す
山
上
湖 

  

梅
雨
明
け
に
誕
生
餅
を
届
け
行
く 

  

蛍
火
や
沼
田
は
清
き
水
の
里 

  

戦

友

の

弔

辞

淡

淡

青

時

雨 
  

他
人
事
の
如
く
喜
寿
過
ぎ
つ
い
り
か
な 

  

山
奥
の
谷
間
を
か
ざ
る
栗
の
花 

  

栄
転
と
言
う
別
れ
あ
り
麦
の
秋 

  

風
薫
る
嫁
ぎ
ゆ
く
娘
の
晴
姿 

  

沿
道
の
あ
や
め
眺
め
つ
旅
の
人 

  

帰
る
子
に
筍
飯
を
に
ぎ
り
け
り 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

  

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

  

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
渡
　
辺
　
き
み
子 

  

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
吉
　
野
　
仍
　
次 

  

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
狩
　
野
　
亀
　
声 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
山
　
田
　
千
恵
子 

  

昭
和
村
糸
井
　
　
　
　
須
　
藤
　
澄
　
子 

  

み
な
か
み
町
下
牧
　
　
高
　
橋
　
勝
　
巳 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
齋
　
藤
　
智
　
泉 

  

昭
和
村
森
下
　
　
　
　
真
　
下
　
章
　
子 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 　
夏
バ
テ
と
い
え
ば
、
暑
さ
に
よ
る
寝
不
足
や
体
力
の

消
耗
が
主
な
原
因
で
す
が
、
偏
っ
た
食
生
活
や
清
涼
飲

料
水
の
飲
み
過
ぎ
、
夜
型
生
活
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
ら

夏
バ
テ
の
状
態
を
作
り
出
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
 

　
夏
バ
テ
の
原
因
と
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
り
、
暑
さ

に
負
け
な
い
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
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夏
バ
テ
を
防
ぐ
食
生
活 

利根中央病院 
管理栄養士 

齋木　理恵 

《カレー》　玉ねぎ…1個 　にんじん…1本 

マッシュルーム（缶）…50ｇ　牛ひき肉…200g 

サラダ油…大さじ2 　塩、こしょう…各少々 

カレールゥ（中辛）…4皿分（約80g） 

《夏野菜》　オクラ…４本　プチトマト…８個 

パプリカ（黄）…1個 　ズキーニ…１本 

なす…2本 　かぼちゃ…120ｇ　揚げ油…適量  

□ 材料（4人分） 

　
夏
バ
テ
と
は
「
だ
る
い
」
「
食

欲
が
な
い
」
な
ど
の
症
状
が
現
れ

る
夏
限
定
の
慢
性
疲
労
で
す
。
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
疲
労
が

蓄
積
し
た
状
態
で
、
体
力
が
落
ち

て
い
る
の
で
、
夏
風
邪
や
他
の
病

気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
夏
に
な
る
と
、
食
欲
が
な
い
か

ら
と
言
っ
て
、
冷
た
い
食
べ
物
や

飲
み
物
、
麺
類
ば
か
り
の
偏
っ
た

食
事
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ

う
な
る
と
、
栄
養
が
不
足
し
、
ま

す
ま
す
食
欲
が
な
く
な
り
、
疲
れ

が
溜
ま
る
と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥

っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
体
温
調
節
の
た
め
に
大
量
に
汗

を
か
く
夏
は
、
水
分
補
給
が
と
て

も
重
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

冷
た
い
飲
み
物
を
が
ぶ
飲
み
す
る

の
は
逆
効
果
で
す
。
胃
液
が
薄
ま

っ
て
消
化
能
力
が
低
下
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
や
清
涼

飲
料
水
に
は
多
く
の
糖
分
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
一
度
に
が
ぶ
飲
み

す
る
と
、
血
糖
値
が
上
が
り
、
満

腹
感
か
ら
食
欲
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。 

　
食
欲
が
減
退
す
る
夏
だ
か
ら
こ

そ
、
血
や
肉
の
元
に
な
る
た
ん
ぱ

く
質
は
必
須
で
す
。
麺
類
な
ど
の

さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
ば
か
り
に
偏

ら
な
い
よ
う
に
、
肉
・
魚
・
卵
・

大
豆
製
品
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
を

毎
食
欠
か
さ
ず
食
べ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

　
糖
質
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換

さ
れ
る
と
き
に
欠
か
せ
な
い
ビ
タ

ミ
ン
で
す
。
暑
い
夏
は
汗
と
い
っ

し
ょ
に
出
や
す
い
上
に
、
ア
ル
コ

ー
ル
や
甘
い
も
の
を
と
り
過
ぎ
る

こ
と
で
も
不
足
し
ま
す
。
不
足
す

る
と
、
疲
れ
や
す
い
、
食
欲
が
な

い
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。 

　
ビ
タ
ミ
ン
В
１
が
多
い
豚
肉
、

う
な
ぎ
、
レ
バ
ー
な
ど
を
料
理
に

取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
「暑
さ
」
と
い
う
ス
ト
レ
ス
が

か
か
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
必
要

量
が
増
え
ま
す
。
不
足
す
る
と
、

免
疫
力
が
低
下
し
て
、
夏
風
邪
に

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
多
く
含
む
ピ
ー

マ
ン
や
ゴ
ー
ヤ
、
ト
マ
ト
な
ど
の

夏
野
菜
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
た

献
立
で
、
夏
バ
テ
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。 

　
以
上
の
こ
と
を
守
り
、
効
果
的

に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。 

　
　
酸
味
を
献
立
に
プ
ラ
ス 

　
レ
モ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
や
食

酢
、
梅
干
し
の
酸
味
成
分
で
あ
る

ク
エ
ン
酸
は
、
食
欲
を
増
進
さ
せ

疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

　
　
ネ
バ
ネ
バ
野
菜 

　
オ
ク
ラ
や
山
芋
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

な
ど
の
粘
り
成
分
は
胃
粘
膜
を
保

護
し
、
弱
っ
た
胃
腸
を
守
っ
て
く

れ
ま
す
。 

　
　
香
味
野
菜 

　
に
ん
に
く
や
玉
ね
ぎ
、
ニ
ラ
の

香
り
成
分
で
あ
る
ア
リ
シ
ン
は
、

食
欲
を
増
進
さ
せ
る
作
用
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
В
１
の

吸
収
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。 

　
　
香
辛
料 

　
し
ょ
う
が
や
ワ
サ
ビ
、
と
う
が

ら
し
な
ど
の
香
辛
料
は
、
胃
液
の

分
泌
を
活
発
に
し
て
、
食
欲
を
増

進
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

  

　
食
事
は
一
日
３
食
、
規
則
的
に

食
べ
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
食

欲
が
な
い
と
き
は
、
主
食
、
主

菜
、
副
菜
を
少
量
ず
つ
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
夜
遅
く
の
飲
食

は
、
胃
腸
に
負
担
が
か
か
り
、
翌

朝
の
食
欲
に
影
響
す
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。 

夏
バ
テ
と
は
？ 

予
防
の
ポ
イ
ン
ト 

こ
ま
め
に
水
分
補
給 

不
足
し
が
ち
な
栄
養
を
補
う 

食
欲
ア
ッ
プ
の
工
夫 

食
事
の
と
り
方 

毎
食
、
水
や
お
茶
を
飲
む
 

一
度
に
飲
む
量
は
コ
ッ
プ
１

杯
程
度
に
す
る
 

運
動
前
、
外
出
前
に
は
必
ず

水
分
を
摂
取
す
る
 

大
量
に
汗
を
か
い
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
水
分
を
補
給
す
る
 

具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
 

た
ん
ぱ
く
質
 

ビ
タ
ミ
ン
В
１
 

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
 

夏野菜カレー 色鮮やかな夏野菜と カレーの香で食欲UP

夏バテを防ぐレシピ 

①うなぎは8等分、きゅうりは10cmの長さ

に切り縦に6～8等分、レタスは千切り、万

能ねぎは10cm長さに切る。 ②玉子焼を作

り7mm幅、10cm長さになるように切り分

ける。 ③生春巻の皮に、材料を乗せ巻く。  

⑤２種類のたれを作り、お好みのたれにつ

けて食べる。 

うなぎの蒲焼き…80g　しそ…8枚　きゅうり…1/2本 

レタス…2枚　万能ねぎ…4本　そうめん（ゆでたもの）…80g  

卵…2個　塩…少々　生春巻の皮…8枚 

A）ピリ辛だれ　マヨネーズ…大さじ1　豆板醤…小さじ1/3 

しょうゆ…小さじ1/2　蒲焼きのたれ…小さじ1/2 

B）和風だれ 適宜　マヨネーズ…大さじ1 

ぽん酢…大さじ1/2

□ 材料（生春巻８本分） □ 作り方 

うなぎの生春巻き ビタミンB１豊富な うなぎで疲労回復 

①玉ねぎ、にんじん、マッシュルームはみじん切りにする。 ②鍋

にサラダ油を入れ熱し、牛ひき肉と①を加え炒め、塩、こしょうを

加える。 ③全体に火が通ったら水500～600mlを加えて15分ほ

ど煮込み、カレールゥを加える(＝ベースのカレー）。 ④夏野菜は

一口大に切り、水気をよくふきとってから高温の油で油通しする。

⑤器にごはん、カレーを盛り付け、野菜をトッピングする。（食べ

る直前に、カレーに野菜を加えて混ぜ合わせ、煮込んでも良い。） 

□ 作り方 


